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Selection factors for location of archaeological sites in southwest Kanto 

region in the Jomon period  

 

Abstract: The distribution pattern of archaeological sites is not random. Various environmental 

factors would affect the selection of location of residential sites in the Jomon Period. In order to 

evaluate the relationship between site location and environmental factors, GIS analyses were carried 

out. The results suggest that residential sites tend to be located in the flat land in lower elevation and 

with better sunshine during the Incipient and Middle Jomon Periods. 
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1.はじめに 

 先史時代に生きた人々は、日々どのよう

な“場所”を利用し、生活していたのだろ

うか。本論文では、狩猟採集を主な生業活

動としていた縄文時代における遺跡立地選

択について、GIS を用いて複数の環境要因

を組み合わせて分析し、先史人が“居住地”

を選ぶ際の環境要因について検討を行った。     

縄文時代の遺跡立地研究の多くは、遺跡

立地と地形(小宮山, 1992;小熊, 1996)や土

壌(枝村・熊谷, 2009)、海水準(菊地, 2001)、

水場(菊地, 1997;菊地, 2001) 等との関係

について、これまで検討してきた。 

ここまでに挙げた先行研究では、縄文人 

が土地を利用する際に「周囲の微地形がよ

り重要である」、「遺跡立地に水場が重要な

役割を果たしている」こと等が指摘されて

きた。しかし先行研究の多くは、遺跡立地

と単一の環境要因との関係を対象にしてい

る。 

 こうした中で、遺跡立地と複数の自然環

境要因との関係について分析する試みは一

部でなされてきた(千葉 他, 1999;津村, 

2000)。しかし、それらの多くは、東北地方

における分析が中心であった。また関東に

おける事例は(津村, 2006)、縄文時代の一

時期を対象にしたものにとどまっている。 

 本論では、多くの考古遺跡が発見され、

縄文研究の蓄積が進んでいる、西南関東の

縄文時代の遺跡を分析対象とした(近藤, 

2010)。本地域の豊富な遺跡データを用いる

ことで、より詳細に、縄文各時期の集落立

地と複数の自然環境要因との関係について

検討を行った。これにより縄文時代に共通
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した“居住地”選択要因と自然環境の変化

に対応した“居住地”選択要因の変遷につ

いて分析を行った。 

 

2.研究方法 

2.1 研究対象地域と遺跡位置データ 

 

図 1 研究対象地域 

 

 研究対象地域は、西南関東地域（神奈川

県東部、東京都、埼玉県南部）の約 3000k

㎡である(図 1)。縄文時代の遺跡位置情報

については、近藤による（近藤, 2010)デー

タベースが整備されている。このデータベ

ースの中から集落データのみを利用した

(草創期 87,早期 778,前期 809,中期 1234,

後期 582,晩期 84遺跡）。 

GIS 分析は、７つの自然環境要因（標高、

傾斜度、傾斜方向、日射量、表層地質、河

川(谷筋)、古海岸線）と遺跡分布との関係

について ArcGISver.10 を利用して行った。

まず、国土地理院の 50m メッシュ標高デー

タから 50m×50m の標高 DEM を作成し、空間

解析機能を利用して、傾斜度、傾斜方向、

日射量を計算した。表層地質は、20万分の

１土地分類基本調査データをジオプロセッ

シング機能により作成した。河川(谷筋)は、

水文解析ツールを用いて標高 DEM から累積

流量が 100 以上のライン(小河川に相当）を

抽出し、そのラインと遺跡との距離を算出

した。古海岸線は、松島（松島, 1999) に

よって復元された縄文時代前期の古海岸線

を参考に、トレース機能を用いて作成した。 

 

３．研究結果 

3.1 集落立地と河川(谷筋)/古海岸線 

 集落立地の選択を考える上で、水資源へ

のアクセスの容易さは非常に重要な要素で

あったと考えられる。分析の結果、縄文時

代の全時期を通して、集落は河川（谷筋）

から平均/中央値共に 200-250ｍ前後の近距

離に立地していたことが判明した（表 1）。 

 

表 1 遺跡から小河川(谷筋)までの距離 

 

縄文時代は海岸線が大きく変動した時代

でもある(図 2)。 

 

 

図 2 古海岸線と遺跡の分布 



本論では、縄文時代の正確な古海岸線が

判明している縄文時代前期（海進最盛期）

の古海岸線を基準に、前期、中期、後期、

の集落と海岸線との距離を求めた。        

  海面が最も上昇し、現在の海岸線よりも 

内陸に海岸線があることを示すのが前期。

中期/後期の推定海岸線は赤線で示してお

り、黒線の前期の海岸線よりも海が後退し

たのが確認できる。中期-後期の集落から海

岸線までの距離は、前期の集落から海岸線

までの距離よりも離れており、前期以降海

岸線は後退したが、これに伴う集落の移動

はなく、結果的に集落は海から離れた内陸

に分布する傾向を確認した。また後期は現

在よりも海面が低く、海面下や海沿いに遺

跡が存在する可能性がある。しかし今回の

分析では、海水準低下によって生れた沖積

低地への進出は確認できなかった。 

3.2 集落立地と土地条件 

 集落の標高分布と表層地質分布の解析結

果から、縄文時代の全時期を通して、集落

が関東ローム層の分布する台地や丘陵地に

集中していたことが判明した。 

 一方、集落が分布する標高域には時代ご

とに特徴があることも明らかになった。草

創期は 10-60m 辺りの標高域がよく利用さ

れ、100m 以上の中標高域の土地はあまり利

用されていなかった。晩期では、他の時期

に比べて 0-10m の低地の利用割合がやや高

い傾向が見られた。これは、後・晩期の海

水準低下によって、利用できる低地が増加

したことと関係している可能性がある。 

また縄文人は、時代に関わらず傾斜度 0-6

度の緩斜面地を利用していたが、中期で特

に 0-2 度の平坦地の利用割合が高かった。

これは集落が最も多く発見され、大規模集

落も出現したと考えられる中期という時代

背景によるものと考えられる(図 3)。 

 

図 3 調査地域と集落遺跡の傾斜度分布 

 

 

図４ 調査地域と集落遺跡の日射量分布 

 

 

図 5 調査地域と集落遺跡の斜面方向分布 

  

 集落の立地を考える際、土地の日当たり 

の良さも重要な立地選択の指標の一つと考 

えられる。日当たりの良さに関係する因子  

(日射量/傾斜方向) から、草創期と晩期で 

やや南向きへの指向性が認められた。一方 



で草創期と晩期の集落数の少なさを考慮す 

ると、全時期で明確な南向き斜面への指向 

性が存在したとはいえない(図４,５)。 

これまで縄文時代の集落は南向き斜面に

多く立地すると考えられてきたが、地域に

よって異なる可能性があることを示した。 

 

4．おわりに 

 本論では、西南関東における縄文時代の

遺跡を対象に、遺跡立地の選択と複数の環

境要因の関係について検討を行い、縄文時

代を通じて遺跡立地に影響を与えた環境要

因と特定の時期で重要な環境要因について

考察を行った。 

 当初、海岸線の変動は集落立地に影響を

与えていると想定し分析を行ったが、分析

結果から海岸線の変動は縄文人の集落選択

に大きな影響は認められなかった。従来考

えられてきたように、河川(谷筋)、標高、

表層地質、傾斜度は、西南関東においても

集落の立地選択に重要であった。縄文人は

河川(谷筋)から 200-250m 前後の、関東ロー

ム層が分布する台地と丘陵地上の緩斜面地

を選んで利用していた。時期ごとの特徴と

しては、草創期で低い土地への、中期でよ

り平坦面への指向性が認められた。また晩

期は、標高が比較的低い土地である沖積低

地の利用が増加した。 

 本論の研究対象地域は、主に東から西へ

となだらかに下る台地地形であるため、距

離分析はユークリッド距離で行った。しか

しながら、起伏等を反映した実際の地形環

境を十分に反映できていない側面もあり、

今後の課題としたい。また今回行った GIS

分析だけでは、集落の南向き斜面への立地

指向性の有無について結論を出せたわけで

はない。今後はこうした問題を明らかにす

るべく、個々の分析の結果に対して、統計

検定と分析を組み合わせて検討を行いたい。 
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